
１． 総会又は運営委員会の実施時期

実施状況について、以下のとおり、総会又は運営委員会を開催し構成員の了解を得ています。

２．組織の広域化・体制強化の状況
下記にあてはまる場合は○を記入してください。

「計画」欄：活動計画書において計画した活動に「○」、計画外の活動項目に「－」を記入する。

（１）農地維持支払
農地維持支払交付金の交付を受けずに活動を実施した場合も記入してください。

計画 実施

○ ○

○ ○

－ －

－ －

○ ○

－ －

○ ○

○ ○

－ －

○ ○

－ －

○ ○

○ ○

－ －

○ ○

－ －

○ ○

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

（２）資源向上支払（共同）

資源向上支払交付金（共同）の交付を受けずに活動を実施した場合も記入してください。

計画 実施

共通 16 異常気象時の対応

活動区分 活動項目

５ 畦畔・法⾯・防⾵林の草刈り

６ ⿃獣害防護柵等の保守管理

水
路

７ 水路の草刈り

８ 水路の泥上げ

９ 水路附帯施設の保守管理

た
め
池

13 ため池の草刈り

14 ため池の泥上げ

15 ため池附帯施設の保守管理

計画 実施

活動区分 活動項目 備考

23 その他

多⾯的機能支払交付⾦に係る実施状況報告書

開催⽇ R7.4.21

広域活動組織 特定⾮営利活動法⼈ 活動支援班の設⽴

３． 多⾯的機能⽀払交付⾦に係る事業の成果

「実施」欄：活動要件を満たした活動項目に「○」、
　　　　　　要件を満たせなかった場合や実施しなかった場合に「×」、
　　　　　　対象外の活動項目には「－」を記入する。

「備考」欄：「実施」欄に「×」を記入した場合は要件を満たせなかった理由や実施しなかった理由を記入する。

活動区分 活動項目 備考

地
域
資
源
の
基
礎
的
な
保
全
活
動

点検・
計画策定

１ 点検

２ 年度活動計画の策定

研修
３ 事務・組織運営等に関する研修 実施（予定）年度：８年

  機械の安全使用に関する研修 実施（予定）年度：８年

実
践
活
動

農
用
地

４ 遊休農地発⽣防⽌のための保全管理 ○ ○
遊休農地解消⾯積  a

農
道

10 農道の草刈り

11 農道側溝の泥上げ

12 路⾯の維持

備考

地
域
資
源
の
適
切
な
保

全
管
理
の
た
め
の
推
進

活
動

17 農業者の検討会の開催

18 農業者に対する意向調査、現地調査

19 不在村地主との連絡体制の整備等

20 集落外住⺠や地域住⺠との意⾒交換等

21 地域住⺠等に対する意向調査等

22 有識者等による研修会、検討会の開催



○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

○ ○

－ －

－ －

○ ○

－

－

－

－

○ ○

計画 実施

○ ○

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

○ ○

施
設
の
軽
微
な
補
修

機
能
診
断
・

計
画
策
定

24 農用地の機能診断

25 水路の機能診断

26 農道の機能診断

27 ため池の機能診断

28 年度活動計画の策定

研修 29 機能診断・補修技術等に関する研修 実施（予定）年度：８年

実
践
活
動

30 農用地の軽微な補修等

31 水路の軽微な補修等

32 農道の軽微な補修等

33 ため池の軽微な補修等

農
村
環
境
保
全
活
動

計
画
策
定

34 ⽣物多様性保全計画の策定

35 水質保全計画、農地保全計画の策定

36 景観形成計画、⽣活環境保全計画の策定 花の植栽

37 水⽥貯留機能増進計画、地下水かん養活動
計画の策定
38 資源循環計画の策定

実
践
活
動

46 施設等の定期的な巡回点検・清掃（景観形
成・⽣活環境保全）

「活動計画書」と同じ⾏数になるよう、この線より上に⾏を挿⼊してください。
啓発・普及 51 啓発・普及活動

活動区分 活動項目 備考

多
面
的
機
能
の
増
進
を
図
る
活
動

52 遊休農地の有効活用

53 ⿃獣被害防⽌対策及び環境改善活動の強化

54 地域住⺠による直営施⼯

55 防災・減災⼒の強化

56 農村環境保全活動の幅広い展開

57 やすらぎ・福祉及び教育機能の活用
58 農村⽂化の伝承を通じた農村コミュニティ
の強化
58-2 広域活動組織における活動支援班による
活動の実施

58-3 水管理を通じた環境負荷低減活動の強化

59 都道府県、市町村が特に認める活動

60 広報活動・農村関係⼈⼝の拡⼤

【58-3 ⽔管理を通じた環境負荷低減活動の強化に取り組む場合（該当取組のみ記載）】
環境負荷低減活動 取組⾯積

⻑期中⼲し 0 a
冬期湛⽔ 0 a
夏期湛⽔ 0 a

中⼲し延期 0 a
江の設置（作溝実施） 0 a
江の設置（作溝未実施） 0 a



計画 実施
実施

計画 実施

（３）資源向上支払（⻑寿命化）

0.50 km km 0.00 km 0.00 km 0.00 km 0.00 km

0.30 km 0.07 km 0.00 km 0.00 0.07 km

0.80 km 0.10 km 2.00 km 2.00 2.10 km

3.00 km 1.30 km 1.00 km 1.00 2.30 km

以下に当てはまる場合は○を記入してください。
農地中間管理機構の借り受け

甚⼤な⾃然災害による特例措置の適用

上記を適用して取り組んだ活動内容

 ※施設名（〇〇水路等）及び具体の活動内容（L=〇〇mの復旧等）を記載すること。
消費税に係る課税事業者の該当の有無

以下の体制強化の取組に当てはまる場合は○を記入してください。
・今年度、新たに構成員が加わった。
・今年度、都道府県等が⾏うマッチングの仕組みを活用した。

（仕組みを活用して⼈材を確保できた）

（仕組みを活用したが⼈材の確保はできなかった）

・今年度、新たに集落内外の⼈材・団体等（※）と連携して活動した。
  ※学校、企業、農業に関心のある⾮農業者等

・今年度、新たに⼟地改良区、JA等に事務を委託した。

【加算措置に取り組む場合】
加算措置 備考（参加⼈数及び内容等を記入）

農村協働⼒の深化に向けた活動への支援

加算措置 実施⾯積（右記の内数） 全対象水⽥⾯積

水⽥の⾬水貯留機能の強化（⽥んぼダム）を推進する活動への支
援 a a

加算措置
別紙１及び別紙２に記入してください。

環境負荷低減の取組への支援

※延べ数量の延⻑は⼩数点以下第２位まで記入してください。
※施設単位について、「ため池」は「箇所」、「水路」及び「農道」は「km」とします。
 「水路」「農道」でゲート等を施⼯するなど「箇所」単位とすることが⼀般的なものであっても、
 「１箇所＝0.01km」として扱い、「km」単位で記入してください。

計画 実績

施設区分 活動項目 内容

延べ数量 左記が水路
の場合、う
ち排水路延
⻑（km）

完成数量（km,箇所）
調査・
設計等
のみ（km,箇所） 前年度まで 本年度

左記が水路の
場合、うち排

水路延⻑
（km）

合計

水路 62 水路の更新等 水路の更新

農道 63 農道の補修 農道路肩、農道法⾯の補修

農道 63 農道の補修 舗装の打替え（⼀部）

農道 63 農道の補修 未舗装農道を舗装

「活動計画書」と同じ⾏数になるよう、この線より上に⾏を挿⼊してください。


